
令和６年度 有料道路事業関係説明資料

資料４



1

〇 新京橋連結路：首都高速の日本橋区間地下化に伴って一部廃止となる江戸橋JCTの代

替機能を確保するため、有料道路事業と公共事業の組み合わせにより整備を推進。

〇 名神湾岸連絡線・淀川左岸線(2期)：令和5年12月に「近畿圏の新たな高速道路料金に関

する具体方針（案）」を改定し、料金体系の整理・統一等のこれまでの取組を更に進展させる

とともに、この料金改定による財源等を活用し、有料道路事業と公共事業の組み合わせに

より整備を推進。

→ 有料道路事業の新規導入（事業主体、施行区分）及び有料道路事業費の変更（施行区

分変更）を審議

〇 高速道路の暫定2車線区間については、令和元年9月に課題の大きい区間を優先整備区

間（約880ｋｍ）として選定し、4車線化を順次事業化しているところ。渋滞、事故発生箇所、災

害などを総合的に勘案し、新たに事業を実施。

→ 車線数の増（整備計画変更）を審議

［① 有料道路事業の新規導入・変更関係］

［② 4車線化関係］



今回の審議対象の高速道路会社施行事業箇所について①

［① 有料道路事業の新規導入・変更関係］
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路線名 起終点 延長 内容

都道首都高速1号線

新京橋連結路
新富～八重洲 約1.1km

有料道路事業の
新規導入

一般国道43号

名神湾岸連絡線
西宮～西宮浜 約2.7km

有料道路事業の
新規導入

大阪市道高速道路淀川左岸線

淀川左岸線（2期）
海老江～豊崎 約4.4km

有料道路事業費
の変更

と ど う し ゅ と こ う そ く

し ん き ょ う ば し れ ん け つ ろ

め い し ん わ ん が ん れ ん ら く せ ん

お お さ か し ど う こ う そ く ど う ろ よ ど が わ さ が ん せ ん

よ ど が わ さ が ん せ ん

し ん と み や え す

にしのみや にしのみやはま

と よ さ きえ び え



今回の審議対象の高速道路会社施行事業箇所について②

路線名 起終点 延長 内容
どう とう

道東自動車道
おい わけ ちょう ゆう ばり

追分町ＩＣ～夕張ＩＣ 約4.1km 車線数の増（4車線化）

あきた

秋田自動車道
よこ て きた おおまがり

横手北スマートIC～大曲IC 約7.9km 車線数の増（4車線化）

じょう ばん

常磐自動車道
やま もと みなみ やま もと

山元南スマートIC～山元IC 約5.5km 車線数の増（4車線化）

とう かい ほく りく

東海北陸自動車道
ひ だ きよみ しら かわ ごう

飛騨清見IC～白川郷IC 約4.3km 車線数の増（4車線化）

さんいん

山陰自動車道
まつえ たまつくり しんじ

松江玉造IC～宍道JCT 約3.0km 車線数の増（4車線化）

とくしま

徳島自動車道
み ま よし の がわ

美馬IC～吉野川SAスマートIC 約4.8km 車線数の増（4車線化）

ひがしきゅうしゅう しいだ

東九州自動車道（椎田道路）
とよ つ つい き

みやこ豊津IC～築城IC 約1.2km 車線数の増（4車線化）

ひがしきゅうしゅう

東九州自動車道
すえ よし たからべ こく ぶ

末吉財部IC～国分IC 約7.1km 車線数の増（4車線化）

にしきゅうしゅう たけ お さ せ ぼ

西九州自動車道（武雄佐世保道路）
たけ お みなみ は さ み あり た

武雄南IC～波佐見有田IC 約4.6km 車線数の増（4車線化）

［② 4車線化関係］
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※磐越道（西会津～津川）、松山道（伊予～内子五十崎）については整備計画変更済



① 有料道路事業の新規導入・変更関係

１）都道首都高速1号線 新京橋連結路 ［新規導入］・・・・・・5-1

２）一般国道43号 名神湾岸連絡線 ［新規導入］・・・・・・6-1

３）大阪市道高速道路淀川左岸線 淀川左岸線（2期） ［変更］・・・・・・・・・・7-1
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都道首都高速1号線 新京橋連結路［有料道路事業の新規導入］

5-1

首都高速道路

東京高速道路（ＫＫ線）

日本橋区間地下化 事業区間

新京橋連結路
（地下トンネル）

東京高速道路（ＫＫ線）
※大型車通行不可

N

継
続今回審議対象区間

一般国道１７号
新大宮上尾道路
（与野～上尾南）

今回対象区間

今回対象区間

新京橋連結路
東
京
外
か
く
環
状
道
路

中
央
環
状
線

都心環状線

川
口
線

１
号
羽
田
線

２号目黒線

湾岸線

東北自動車道

神田橋
かんだばし

神田橋JCT
かんだばし

一ツ橋
ひとつばし

本町

江戸橋JCT

ほんちょう

えどばし

宝町
たからちょう

新富町
しんとみちょう

銀座
ぎんざ

八重洲
やえす

汐留JCT
しおどめ

汐留
しおどめ

竹橋JCT
たけばし

※ 計画・事業中路線名と関連のIC・JCT・出入口等名称はすべて仮称



都道首都高速1号線 新京橋連結路に係る有料投資額（案）

5-2

ネットワーク条件 供用中区間に加え、各年度の事業中区間の供用予定を反映

交通量 H27センサスベース

将来金利 4％

料金水準（普通車） 300ｰ1,950円

収入 当該区間を加えることによる増収額等を考慮して算定

管理費 他路線の実績を基に設定

有料投資額（案） 約1,290億円

全体事業費 約1,790億円

［算出条件］

※有料投資額のうち、約130億円分は銀座・京橋更新事業の一部として実施し、約200億円分はまちづくりと連携して民間資金を財源に実施。



都道首都高速1号線 新京橋連結路に係る有料道路事業費及び施行区分（案）

5-3

舗装・設備工事

上記以外

丸の内ＪＣＴ（仮称） 新京橋ＪＣＴ（仮称）

高速八重洲線 高速都心環状線（全体事業費 約1,790億円）

約1.1km

有料道路事業（首都高速道路株式会社）約1,290億円

公共事業

○ 有料道路事業と公共事業（東京都街路事業）の組み合わせにより、対応する。

○ 効率的かつ効果的な管理を行うために、日常的なメンテナンスが必要な舗装や設備工事は有料道路事業者が実施。

○ 有料道路と接続するＪＣＴ部や東京都所有地を除くトンネル部は有料道路事業者が実施。

東京高速道路（ＫＫ線）（東京都所有地）

※有料道路事業のうち、約130億円分は銀座・京橋更新事業の一部として実施し、約200億円分はまちづくりと連携して民間資金を財源に実施。



都道首都高速1号線 新京橋連結路に係る有料道路事業主体（案）

5-4

① 接続する高速八重洲線及び高速都心環状線は、首都高速道路株式会社が管理しており、

一体となって効率的な維持管理が可能であること

② 首都高速道路株式会社が当該区間に有料投資を行う意向があること

以上から、首都高速道路株式会社を有料道路事業主体とする。

高速道路会社の意向

［首都高速道路株式会社］

ご照会のありました都道首都高速1号線新京橋連結路については、日本橋区間地下化事業

に伴って一部廃止となる江戸橋ジャンクションの代替機能を確保するという重要な役割を担っ

ています。

また、弊社が管理している高速八重洲線及び高速都心環状線と一体となって機能し、かつ

効率的な管理が可能となることから、弊社としては、当該区間について公共事業（東京都街路

事業）とあわせて有料道路事業で実施する意向です。

当該事業の実施に当たっては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資

源を活用することにより、効率的に整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図っ

てまいります。



都道首都高速1号線 新京橋連結路に係る関係自治体の意見

5-5

［東京都の意見］

都道首都高速1号線 新京橋連結路（以下、「新京橋連結路」という。）は、首都高速道路日本

橋区間地下化事業に伴い必要となる大型車交通の環状機能を確保するという重要な役割を

担っています。また、都心環状線を利用する車を八重洲線に転換させることによって、交通が

集中する江戸橋ジャンクション周辺の渋滞緩和のほか、東京高速道路（ＫＫ線）の再生・活用

など、まちづくりの観点からも様々な効果が期待されます。

東京都としては、新京橋連結路を、有料道路事業と都の街路事業の合併施行方式で実施す

ることについて、令和３年７月の首都高都心環状線の交通機能確保に関する検討会のとりま

とめを踏まえて実施するものと承知しております。国土交通省におかれましても、必要な財源

の確保等の整備推進に必要な協力・支援をお願いいたします。

また、新京橋連結路は、高速晴海線の整備によるネットワークの進展などにより、一般道も

含めて更なる交通の円滑化が期待されることから合併施行方式とすることを踏まえ、高速晴

海線の整備推進につきましても、特段のご配慮をお願いいたします。



一般国道43号 名神湾岸連絡線 ［有料道路事業の新規導入］

6-1



一般国道43号 名神湾岸連絡線に係る有料投資額（案）

6-2

ネットワーク条件 供用中区間に加え、各年度の事業中区間の供用予定を反映

交通量 H27センサスベース

将来金利 4％

料金水準（普通車） 300ｰ1,950円

収入 当該区間を加えることによる増収額等を考慮して算定

管理費 他路線の実績を基に設定

有料投資額（案）
約530億円

うち阪神高速分：約500億円
うち西日本高速分：約30億円

全体事業費 約1,050億円

［算出条件］



一般国道43号 名神湾岸連絡線に係る有料道路事業費及び施行区分（案）

6-3

○ 有料道路事業と公共事業（直轄事業）の組み合わせにより、対応する。

○ 効率的かつ効果的な管理を行うために、日常的なメンテナンスが必要な舗装や設備工事は有料道路事業者が実施。

○ 関係自治体の提案を踏まえ、近畿圏の高速道路料金の改定により確保する有料道路事業費等を活用し、有料道路

と接続するＪＣＴ部に加え、橋梁工事の一部について、効率的な整備を進める観点から、有料道路事業者が実施。

※有料道路事業約530億円のうち、名神高速道路に接続するＪＣＴ部の一部（約30億円）は西日本高速会社、残りは阪神高速会社が実施。

舗装・設備工事

上記以外 公共事業

西宮JCT・IC（仮称） 西宮浜JCT・IC(仮称)

名神高速道路
阪神高速3号神戸線

阪神高速5号湾岸線（全体事業費 約1,050億円）

約2.7km

西宮港渡航部

有料道路事業 約530億円



［阪神高速道路株式会社］
ご照会のありました一般国道43号名神湾岸連絡線については、弊社が管理している阪神高速3号神戸

線の渋滞緩和に資するとともに、近畿圏の道路ネットワークにおけるミッシングリンクの解消という重要な
役割を担っています。

また、弊社が管理している阪神高速3号神戸線及び阪神高速5号湾岸線と一体となって機能し、かつ効
率的な管理が可能となることから、当該区間に有料投資を行う意向です。

当該事業の実施にあたっては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を活用す
ることにより、効率的な整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。

一般国道43号 名神湾岸連絡線に係る有料道路事業主体（案）

6-4

① 接続する阪神高速3号神戸線及び阪神高速5号湾岸線は、阪神高速道路株式会社が管理しており、
また、接続する名神高速道路は、西日本高速道路株式会社が管理していることから、一体となって効率
的な維持管理が可能であること

② 阪神高速道路株式会社及び西日本高速道路株式会社が当該区間に有料投資を行う意向があること

以上から、阪神高速道路株式会社及び西日本高速道路株式会社を有料道路事業主体とする。

高速道路会社の意向

［西日本高速道路株式会社］
ご照会のありました一般国道43号名神湾岸連絡線については、弊社が管理している名神高速道路と阪

神高速5号湾岸線との接続によってリダンダンシーが確保されるとともに、近畿圏の道路ネットワークにお
けるミッシングリンクの解消という重要な役割を担っています。

また、弊社が管理している名神高速道路と接続することにより一体となって機能することから、当該区間
に有料投資を行う意向です。

当該事業の実施にあたっては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を活用す
ることにより、効率的な整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。



一般国道43号 名神湾岸連絡線に係る関係自治体の意見

6-5

［兵庫県の意見］

一般国道43号名神湾岸連絡線に有料道路事業を活用して整備を推進することについて賛

同します。

名神湾岸連絡線は、名神高速道路と大阪湾ベイエリアを結び、阪神高速3号神戸線等の渋

滞緩和や沿道環境の改善、阪神港の物流機能や関西3空港へのアクセスの強化に資する重

要な道路です。

さらに、激甚化・頻発化する災害時のリダンダンシーを確保することで、迅速かつ的確な復

旧活動が可能となります。

本県としては、事業推進に必要な地元調整や関係機関協議への協力等に積極的に取り組

んでまいりますので、大阪湾岸道路西伸部と一体となった高速道路ネットワークの形成に向け

て、名神湾岸連絡線の早期開通への特段のご配慮をお願いします。



大阪市道高速道路淀川左岸線 淀川左岸線（2期） ［有料道路事業費の変更］

7-1



大阪市道高速道路淀川左岸線 淀川左岸線（2期）に係る有料道路事業費及び施行区分（案）

7-2

○ 淀川左岸線（2期）については、これまで有料道路事業と公共事業（大阪市街路事業）の組み合わせにより整備を推進

してきたところであるが、関係自治体の提案を踏まえ、近畿圏の高速道路料金の改定により確保する有料道路事業費

等を活用し、有料道路事業費及び施行区分を拡大。

舗装・設備工事

上記以外

海老江JCT 豊崎出入口

淀川左岸線（1期） 淀川左岸線延伸部（全体事業費 約3,052億円）

約4.4km

有料道路事業（阪神高速会社） 約595億円（現行事業許可 約95億円）

公共事業



大阪市道高速道路淀川左岸線 淀川左岸線（2期）に係る意見等

7-3

［大阪市の意見］

淀川左岸線（2期）において、有料道路事業を更に活用して施行区分を変更することについて、異存

ありません。

同路線は、近畿圏の広域道路ネットワークの強化を図る大阪都市再生環状道路の一部を構成してお

り、大阪都心部の交通混雑の緩和や事故・災害・工事等に対する迂回路の確保などの高速道路の利

便性の向上はもとより、経済、観光、物流などの様々な分野への効果も期待され、大阪の国際競争力

の強化や関西圏全体の成長を支える重要な都市基盤としての役割を担います。

大阪市としては、引き続き、関係機関と連携し、淀川左岸線（2期）の一日も早い開通に向けて取り組

んでまいります。

高速道路会社の意向

［阪神高速道路株式会社］

ご照会のありました淀川左岸線（2期）に有料道路事業を更に活用して施行区分を変更することにつ

いては、弊社が管理している阪神高速1号環状線等の渋滞緩和に資するとともに、近畿圏の道路ネット

ワークにおけるミッシングリンクの解消に資するものであり、弊社として積極的に取り組んでまいります。

当該事業の実施にあたっては、弊社の建設・管理に係る技術・ノウハウ・人材などの経営資源を活用

することにより、効率的な整備を進め、一日も早い完成に向け、最大限の努力を図ってまいります。

関係自治体の意見



② ４車線化関係

・道東自動車道
（追分町～夕張） 他

・・・・・・9-1
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暫定２車線区間における４車線化の進め方

9-1

対面通行の暫定２車線区間（約3,400km うち有料約1,950km）

優先整備区間（約８８０ｋｍ）を選定
以下の３つの観点から課題を指標化し、評価

○時間信頼性の確保の観点 ○事故防止の観点 ○ネットワークの代替性確保の観点

＜解決すべき課題＞

残りの区間については、財源の確保状況を踏まえ、順次事業化

財投等による投資余力の規模を踏まえ、各指標において、
課題が顕著な箇所を４車線化の実施箇所として選定

１５箇所約１１０ｋｍを事業化

１４箇所約８６ｋｍを事業化

※R1.9時点 事業化済延長330㎞を含む

R1.9

R2.3

７箇所約４３ｋｍを事業化
R4.3

R3.3

１１箇所約５７ｋｍを事業化、準備調査５箇所約３０ｋｍ

R6.3（今回）

※対面通行区間 約1,930km

※対面通行区間 約1,860km

※対面通行区間 約1,810km

※対面通行区間 約1,780km



４車線化候補箇所の選定の考え方

今回選定の考え方 事業化対象区間

時間信頼性の確保の観点

■渋滞多発区間
過去５年において渋滞回数が平均３回／年以上

・松山道（伊予～内子五十崎）

事故防止の観点

■事故集中区間
・500m区間で、過去５年において事故件数が平均１回／年以上

かつ死傷事故が発生
または、過去５年において死傷事故率が平均の２．５倍以上

・道東道（追分町～夕張）
・秋田道（横手北スマート～大曲）
・常磐道（山元南スマート～山元）
・東海北陸道（飛驒清見～白川郷）
・山陰道（松江玉造～宍道JCT）
・徳島道（美馬～吉野川SAスマート）
・東九州道（末吉財部～国分）

ネットワークの代替性確保の観点

本線通行止めの可能性が高い区間

■過去５年において平均交通量が約10,000台/日かつ年間通行止め時間が平均
100時間/年以上

・東九州道＜椎田道路＞（みやこ豊津～築城）
・西九州道＜武雄佐世保道路＞

（武雄南～波佐見有田）

並行現道に課題（事前通行規制区間）

■並行現道において、事前通行規制がある区間 ・磐越道（西会津～津川）

9-2

優先整備区間選定方法について

25%以上速度低下区間延長[km]

渋滞回数[回/年]

死傷事故件数[件/年]

死傷事故率[件/億台km]

年間通行止め時間[時間/年]

積雪地かつ最急勾配が４％より大

特定更新等工事

並行現道における課題

指標１※

指標２※

指標３

指標４

指標５

指標６

指標７

指標８

※交通量5000台/日未満除く

・雨量等事前通行規制
・積雪地かつ最急勾配5%以上

※工事によるものは除く

※事業実施環境の整っている全国の暫定2車線区間において、上記以外の区間は指標による評価に該当しない



仁保

呉

令和5年4月1日現在

優先整備区間
（約880km）

４車線化候補箇所

※延長は設置予定延長

４車線化候補箇所
（時間信頼性確保の観点）

４車線化候補箇所
（事故防止の観点）

４車線化候補箇所
（NW代替性確保の観点）

：４車線化等実施区間
R2.3：約110ｋｍ,R3.3：約86㎞
R4.3:約43km

：R6.3事業化対象区間

道東道
（追分町～夕張）
延長 4.1km

秋田道
（横手北スマート～大曲）
延長 7.9km

常磐道
（山元南スマート～山元）
延長 5.5km

磐越道
（西会津～津川）
延長 8.7km

山陰道
（松江玉造～宍道JCT）
延長 3.0km

東九州道
＜椎田道路＞
（みやこ豊津～築城）
延長 1.2km

西九州道
＜武雄佐世保道路＞

（武雄南～波佐見有田）
延長 4.6km

徳島道
（美馬～吉野川SAスマート）
延長 4.8km

松山道
（伊予～内子五十崎）
延長 5.3km

東九州道
（末吉財部～国分）
延長 7.1km

東海北陸道
（飛驒清見～白川郷）
延長 4.3km

9-3

※公社管理区間、地域高規格道路等を除く

供用区間

対面通行区間

事業中 未事業化

有料区間 約9,600㎞ 約1,800㎞（20%） 約400㎞ 約1,400㎞

■高速道路（有料区間）の整備状況（R5.4.1時点）



４車線化の個別箇所一覧（事業化）

路線名 起終点 対策延長
どう とう

道東自動車道
おい わけ ちょう ゆう ばり

追分町IC～夕張IC ４．１km

あきた

秋田自動車道
よこ て きた おおまがり

横手北スマートIC～大曲IC ７．９km

じょう ばん

常磐自動車道
やまもとみなみ やま もと

山元南スマートIC～山元IC ５．５km

ばん えつ

磐越自動車道
にし あい づ つ がわ

西会津IC～津川IC ８．７km

とう かい ほく りく

東海北陸自動車道
ひ だ きよみ しら かわ ごう

飛驒清見IC～白川郷IC ４．３km

さんいん

山陰自動車道
まつえ たまつくり しんじ

松江玉造IC～宍道JCT ３．０km

とくしま

徳島自動車道
み ま よし の がわ

美馬IC～吉野川SAスマートIC ４．８km

まつやま

松山自動車道
い よ う ち こ い か ざき

伊予IC～内子五十崎IC ５．３km

ひがしきゅうしゅう しいだ

東九州自動車道（椎田道路）
とよ つ つい き

みやこ豊津IC～築城IC １．２km

ひがしきゅうしゅう

東九州自動車道
すえ よし たからべ こく ぶ

末吉財部IC～国分IC ７．１km

にしきゅうしゅう たけ お さ せ ぼ

西九州自動車道（武雄佐世保道路）
たけ お みなみ は さ み あり た

武雄南IC～波佐見有田IC ４．６km
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9-5

274

38

274

追分町

夕張

占冠

道東自動車道
（追分町IC～夕張IC）

北海道

237

千歳恵庭JCT 千歳東IC 追分町IC 夕張IC むかわ穂別IC 占冠IC トマムIC 十勝清水IC

北海道

道東自動車道E38
むかわ穂別

(延長：123.7km、うち対面通行区間 86.9km)

橋梁
トンネル

道東自動車道 千歳恵庭JCT～十勝清水IC
ど う と う ち と せ え に わ と か ち し み ず

道東自動車道（追分町～夕張）

延 長 ： 20.2km

Ｒ４交通量 ： 約6,200台/日

死傷事故件数 ： 3件

死傷事故率 ： 1.81件/億台km
＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

優先整備区間

事業費：約250億円
＜IC間事業費：約700億円＞

：トンネル

：橋

【凡例：Ｈ30～Ｒ4】
：死傷事故

：上記以外の事故

≪道路構造と渋滞発生箇所≫

平面線形 R＝1500

R＝1400

R＝1000

R＝2000

R＝2000

R＝∞
R＝1200

R＝900

R＝∞
R＝1000

R＝700

R＝2200

R＝700

R＝1000

R＝600

R＝700

高低差100ｍ
縦断勾配

下り線

上り線 由仁PA追分町IC 夕張IC1件
10件

４車線化箇所
延長：4.1㎞

1件

千歳東

トマム

十勝清水

千歳恵庭JCT

R2.3事業化19.9km

H31.3事業化9.5km
内3.1kmは

R1.9.19に完成済
≪事故状況≫ R4.3事業化

4.7km

R3.3事業化
3.2km

事故集中箇所

【凡例】
事業化箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
主な事故集中箇所

1件

1件

ど う と う ゆうばりおいわけちょ う

道東自動車道（追分町～夕張） ＜事故防止＞

R4.3
事業化
1.2km



至

秋
田

横手北スマート

岩手県秋田県
横手

湯田

北上西

北上JCT

E13

13

107

E4

優先整備区間
秋田自動車道 北上JCT～大曲IC
あ き た き た か み お お ま が り

(延長：71.5km、うち対面通行区間 41.6km)

大曲IC
横手北スマートIC 横手IC

湯田IC

北上西IC 北上JCT

東
北
自
動
車
道

橋梁
トンネル

秋田自動車道（横手北スマート～大曲）
あ き た よ こ て き た おおまが り

４車線化箇所
延長：3.4㎞

４車線化箇所
延長：4.5㎞

事業費：約360億円

：上記以外の事故

：死傷事故

：トンネル

：橋

【凡例：H30～R4】

大曲

R2.3事業化 7.7km H31.3事業化 7.7km R3.3事業化 19.5km

≪道路構造と事故発生箇所≫

平面線形

縦断勾配

大曲IC

R＝1200

R＝1800

R＝∞ R＝1200

R＝2500

R＝15000

R＝2000

R＝800

R＝1000

R＝800

R＝1000

R＝∞
R＝2500

上り線

下り線 横手北
スマートIC

秋田自動車道（横手北スマート～大曲）

延 長 ： 14.4km

Ｒ４交通量 ： 約6,500台/日

死傷事故件数 ： 5件
＜H30-R4＞

死傷事故率 ： 2.41件/億台km
＜H30-R4＞

E46

≪事故状況≫

4件

11件

事故集中箇所

1件

1件

5件

4件

事故集中箇所

1件

7件

事故集中箇所

1件

1件

＜事故防止＞

【凡例】
事業化箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
主な事故集中箇所
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秋田自動車道
（横手北スマートIC～大曲IC）

秋田県

岩手県

青森県

山形県
宮城県



事業費：約210億円

E6

288

E49

399

349

E13

E49

49

349

6
459

114 399

115

4

113 6

4

仙台空港
岩沼
亘理

山元

新地

相馬

南相馬

浪江

常磐富岡

広野

いわき四倉

いわき中央

いわきJCT

山元南スマート

南相馬鹿島スマート

ならはスマート

鳥の海スマート

大熊

浪江IC

南相馬IC

南相馬鹿島
スマートIC

相馬IC

新地IC

山元南
スマートIC

山元IC

４車線化箇所
延長：5.5㎞

宮城県

福島県

橋梁
トンネル

優先整備区間

常磐自動車道

浪江IC～山元IC

じ ょ う ば ん

な み え や ま も と

(延長：56.1km、
うち対面通行区間 34.2km)

R=5000

R=2250

R＝3000 R＝3300
R=∞

平面線形

縦断勾配

：上記以外の事故

：死傷事故

：トンネル

：橋

【凡例：H30～R4】

R2.3事業化
1.9km

R3.3事業化
6.0km

R3.2.27供用
2.3km

R3.2.27供用
2.8km

R2.3.7供用
1.9km

常磐自動車道（山元南ｽﾏｰﾄ～山元）

延 長 ： 8.3km

Ｒ４交通量 ： 約12,100台/日

死傷事故件数 ： 6件
＜H30-R4＞

死傷事故率 ： 2.60件/億台km
＜H30-R4＞

≪道路構造と事故発生箇所≫

下り線

上り線
山元IC山元南

スマートIC

4件

宮城県
山形県

秋田県 岩手県

福島県

常磐自動車道
（山元南ｽﾏｰﾄIC～山元IC）

１件

3件

事故集中箇所

≪事故状況≫

【凡例】
事業化箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
主な事故集中箇所

E6

常磐双葉

１件１件

１件

１件１件

じょうばん やまもとみなみ や ま も と

常磐自動車道（山元南スマート～山元） ＜事故防止＞
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ばんえつ つ が わ

新津西スマート

新津
安田 津川

西会津

E49

49

459

49

401

会津坂下
新潟中央JCT

新潟中央

E8 福島県

優先整備区間

磐越自動車道 会津若松IC～安田IC
ば ん え つ あ い づ わ か ま つ や す だ

(延長：71.4km、 うち対面通行区間 41.8km)

49
49

新潟県

三川IC

津川IC 西会津IC 会津坂下IC 新鶴スマートIC 会津若松IC

磐越自動車道

安田IC

事業費：約660億円

に し あ い づ

E49

磐越自動車道（西会津～津川）

磐越自動車道
（西会津IC～津川IC）

福島県

新潟県

山形県 宮城県

R2.3事業化8.8km

H31.3事業化5.1km R2.3事業化7.1kmR3.3事業化3.2km

三川

会津若松

新鶴スマート

磐越自動車道（西会津～津川）

延 長 ： 22.4km

Ｒ４交通量 ： 約5,300台/日

積雪期の立ち往生実績

・国道49号 発生日：H22.1.13（約11時間）

国道49号 約4.0km区間
約140台の車が立ち往生

H22.1.13発生

４車線化箇所
延長：8.7㎞

R49事前通行規制区間
（連続雨量が150㎜に達した場合）

R3.3事業化1.7km

橋梁

トンネル

≪並行現道での立ち往生状況≫

【凡例】
事業化箇所
４車線箇所
４車線化（事業中）
事前通行規制がある並行現道
事前通行規制範囲
並行現道立ち往生発生箇所

49

＜ＮＷの代替性確保＞
（並行現道課題）
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白川郷ＩＣ

飛騨ＴＮ 大牧ＴＮ

飛騨白川ＰＡ

飛騨白川ＰＡ

付加車線

付加車線

飛騨清見ＩＣ

二本木ＴＮ 池本ＴＮ

ミボロＴＮ

東俣ＴＮ 江黒ＴＮ いら谷ＴＮ 保ＴＮ

飛騨河合ＰＡスマートＩＣ

飛騨河合ＰＡ

飛騨ＴＮ

E41

飛驒河合ＰＡ

城端ＳＡ・スマート

N

富山県

岐阜県

東海北陸自動車道（飛驒清見～白川郷）
と う か い ほ く り く ひ だ き よ み

事業費：約300億円
＜IC間事業費：約2,420億円＞

東海北陸自動車道（飛驒清見～白川郷）

延 長 ： 24.9km

R４交通量 ： 約7,100台/日

死傷事故件数 ： 2件/年

優先整備区間

東海北陸自動車道

飛驒清見IC～南砺スマートIC
（延長：64.1km、うち対面通行区間区間47.1km）

ひ だ き よ み なんと

とうかいほく り く

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

岐阜県

東海北陸自動車道
（飛驒清見IC～白川郷IC）

し らかわご う

飛驒清見

↘ 1.8％

↘ 1％

↘ 2％ ↗ 0.3％ ↘ 2％ ↗ 0.3％ ↘ 2％ ↘ 1％ ↘ 2％

118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138

R=2500
R=2500

R=2195 R=2195
R=2200

R=1000

R=1030
R=∞

R=1400

R=1400

R=1000
R=2000

R=1030

R=1150
R=∞ R=9970 R=∞ R=3200 R=∞

11 7 118 11 9 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138

↗ 2.9％ ↗ 2.9％

↗ 2.9％

↗ 2.9％

↗ 2.9％

↘ 1.1％

138 139 140 141 142 143

R=1500

R=1100

R=800

138 139 140 141 142 143 144

↘2％↘1％↘2％ ↘2％↘1.8％

↘1％

↘2％ ↗0.3％

↗0.3％
↗2.9％

↗2.9％ ↘1.1％

R=800

R=1100

R=1500
R=∞

R=3200

R=∞

R=9970

R=∞

R=1150

R=1030

R=2000
R=1000

R=1400

R=1400

R=∞

R=1030

R=1000

R=2200

R=2195

R=2500

＜事故防止＞

下→

上←

大牧TN

飛騨河合PA

【凡例】

橋

トンネル

死傷事故

死傷事故以外

白川郷IC飛驒清見IC

トンネル
橋梁

127 128119 120 121 122 123 124 125 126118 129 130 131

＜H30-R4＞

2件

9件
1件

平
面
線
形

縦
断
線
形

構
造
図

≪道路構造≫

白川郷IC

飛驒河合ＰＡ

４車線化箇所
延長：4.3km

9-9

飛驒清見IC



山陰自動車道（松江玉造～宍道JCT）
さんいん ま つ え た ま つ く り し ん じ

山陰自動車道
（松江玉造IC～宍道JCT）

トンネル
橋梁

事業費：約180億円
＜IC間事業費：約640億円＞

4車線化箇所
延長：3.0km

宍道JCT 宍道IC 松江玉造IC斐川IC出雲IC

優先整備区間
山陰自動車道 松江玉造IC～宍道JCT

さ ん い ん ま つ え た ま つ く り し ん じ

（延長：15.7km、うち対面通行区間14.1km）

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

山陰自動車道（松江玉造 ～ 宍道JCT）

延 長 ： 15.7km

R４交通量 ： 約11,700台/日

死傷事故件数 ： 5 件

死傷事故率 ： 1.43 件/億台km
＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

平
面
線
形

縦
断
線
形

上り線

下り線

構
造
図

349 348 347 346 345 344 343 342 341 340 339 338 337 336 335 334

↖
↖ 3%

↖ 3% ↙ 2.9% ↙ 1.2%
↙ 2%↖ 2.5% ↖ 3% ↙ 1.8%

↙ 3% ↙ 0.7% ↙ 2.2%
↖ 1.5%

↖ 0.4% ↖ 1.3%
↖ 2% ↙ 1.2%

R=1800

348 347 346 345 344 343 342 341 340 339 338 337 336 335 334

R=1800 R=4000 R=3000 R=3000 R=19000 R=1500 R=1400 R=7000 R=2400 R=2394 R=4000 R=1200 R=7006 R=7000 R=2000 R=2200 R=1800 R=1000 R=∞ R=2000

349

10 788
松江玉造IC

宍道湖SA宍道JCT 松江玉造TB宍道IC

≪道路構造≫

＜事故防止＞

優先整備区間
山陰自動車道
三刀屋木次IC～宍道JCT

さ ん い ん

み と や き す き し ん じ

（上り線）

（下り線）

【凡例】

橋梁

トンネル

死傷事故

上記以外の事故

※○の中の数字は事故件数

事故集中箇所事故集中箇所 9-10



徳島自動車道

Ｅ32

徳島県

4車線化箇所
延長：4.8km

R=1000
R=700R=700

R=1000R=2000R=1000
R=2395

R=2400

R=600
R=1200

616263646566676869

R=1000
R=1200R=1200R=8000R=?R=1000

R=1200
R=1200

R=700
R=1200

R=700
R=900

R=1000
R=800

R=1000
R=1000

525354555657585960

徳島自動車道
(美馬～吉野川SAスマート）

≪道路構造≫

徳島自動車道（美馬～吉野川SAスマート）
と く し ま み ま よ し の が わ

トンネル

橋梁

平
面
線
形

縦
断
線
形

土成ＩＣ脇町ＩＣ美馬ＩＣ吉野川SA
スマートＩＣ

井川池田ＩＣ （仮称）阿波スマートIC
（事業中）

H31.3
事業化

R2.3
事業化

【凡例】

橋梁

トンネル

死傷事故

上記以外の事故

2.8％

2％

2％

2.3％
0.5％

2.4％

2.8％

2.8％

0.4％

3.5％1.3％

4％

1.7％3.4％4％

616263646566676869 525354555657585960
0.4%

2.0% 0.4%

1.9%

4.7% 1.3% 0.6% 2.0% 3.5% 1.1% 4.0% 3.4% 1.7%

4.0%

1.3% 3.5%

0.4%

2.8% 2.4% 2.3%

0.5% 2.0%

2.0%
2.8%2.9% 2.8%

徳島自動車道（美馬～吉野川SAスマート）

延 長 ： 15.8 km

R４交通量 ： 約6,300 台/日

死傷事故件数 ： 2 件

死傷事故率 ： 1.06 件/億台km
＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

優先整備区間

徳島自動車道 藍住IC～川之江東JCT
（延長：86.2km、うち対面通行区間54.5km））

と く し ま か わ の え ひ が しあ い ず み

事業費：約260億円
＜IC間事業費：約800億円＞

構
造
図

53 466

上り線

下り線

吉野川SAスマートIC 美馬IC

吉野川SAスマート

＜事故防止＞

※○の中の数字は事故件数

（上り線）

（下り線）

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

事故集中箇所

9-11
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松山自動車道（伊予～内子五十崎）
まつ やま い よ うち こ

松山自動車道
(伊予IC～内子五十崎IC）

徳島県

香川県

高知県
愛媛県

い か ざき

事業費：約400億円

トンネル

橋梁

≪道路構造≫

4車線化箇所
延長：1.9km

愛媛県松山自動車道（伊予～内子五十崎）

延 長 ： 24.0 km

R４交通量 ： 約11,600 台/日

渋滞回数 ： 29 件
＜H30-R4＞

（延長：42.0km、うち対面通行区間24.9km）

優先整備区間
松山自動車道
松山IC～大洲IC

ま つ や ま

ま つ や ま お お ず

橋 トンネル 主な渋滞箇所

伊予ＩＣ

内子五十崎ＩＣ

大洲ＩＣ

中山スマートＩＣ

平
面
線
形

縦
断
線
形

構
造
図

H28.6
事業化

R2.3
事業化

H31.3
事業化

＜時間信頼性（渋滞）＞

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な渋滞箇所

（上り線） （下り線）

伊予IC中山スマートIC

H28.6事業化

R2.3事業化
6回 12回

下り線

上り線

167 166 164 162 161165 163 160 159 158 157 156 155 154 153 152

2.2% 3.9%

2.8%3.9%

3%

4% 0.5% 1.1%
5%

2.9%

3.9% 2%

R=1000

R=∞
R=2007

R=700

R=10000

R=800

R=700

R=700

R=900

R=1100
R=∞

R=650 R=1600 R=995

R=1000
R=∞ R=2000

R=795

R=3000 R=2000

R=800

R=1100

R=10000

★

≪渋滞状況≫

4車線化箇所
延長：3.4km

9-12
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東九州自動車道＜椎田道路＞

（みやこ豊津～築城）

延 長 ： 2.3 km

R４交通量 ： 約13,700 台/日

通行止時間 ： 110.6 時間/年

（災害・雪・雨）（0％・67%・29%）

東九州自動車道 ＜椎田道路＞（みやこ豊津～築城）
ひがし きゅうしゅう

苅田北九州空港ＩＣ

行橋ＩＣ

今川スマートＩＣ

みやこ豊津ＩＣ

築城ＩＣ

椎田ＩＣ

豊前ＩＣ

椎田南ＩＣ

東九州自動車道
＜椎田道路＞
（みやこ豊津IC～築城IC）

福岡県

Ｅ10

≪道路構造≫

平
面
線
形

縦
断
線
形

Ｈ31.3
事業化

構
造
図

橋

トンネル

優先整備区間

東九州自動車道＜椎田道路＞
みやこ豊津IC～築城IC
（延長：2.3km、うち対面通行区間 2.3km)

ひがしきゅうしゅう

と よ つ つ い き

し い だ

R3.3事業化

上り線

下り線

と よ つ つ い きし い だ ど う ろ

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）
4車線化箇所
延長：1.2km

事業費：約70億円

（下り線）（上り線）

R3.3
事業化

R=∞ R=3500 R=3500 R=6000

R=700

R=800

R=600

R=500

R=700

24 25 26 27 28 29 30 31
↘ 0.4％ ↗ 1％ ↘ 0.4％ ↘ 0.8％ ↘ 0.6％ ↗ 0.7％ ↘ 2.6％ ↗ 0.6％ ↘ 1.7％

↗ 3.6％

↗ 0.4％ ↗ 1.7％
↗ 0.8％

↘ 1.3％

↘ 2.9％

↗

0

20

40

60

24 25 26 27 28 29 30 31

みやこ豊津IC 築城IC 椎田IC

＜H30-R4＞

【凡例】

橋

トンネル

＜ＮＷの代替性確保＞
（年間通行止め）

9-13



東九州自動車道
(末吉財部IC～国分IC）

Ｅ78

鹿児島県

優先整備区間
東九州自動車道

末吉財部IC～国分IC
す え よ し た か ら べ こ く ぶ

ひ がし き ゅ う し ゅ う

（延長：22.5km、うち対面通行区間18.0km）

（上り線）

（下り線）

国分ＩＣ 末吉財部ＩＣ隼人東ＩＣ
事業費：約520億円
＜IC間事業費：約1,330億円＞

橋

トンネル

東九州自動車道（末吉財部 ～ 国分）

延 長 ： 22.5 km

R４交通量 ： 約8,100 台/日

死傷事故件数 ： 7 件

死傷事故率 ： 2.09 件/億台km

東九州自動車道（末吉財部～国分）

平
面
線
形
縦
断
線
形

≪道路構造≫

国分PA

構
造
図

上り線

下り線

末吉財部IC国分IC

3

934 9103

＜H30-R4＞

＜H30-R4＞

≪事故状況≫

≪事故状況≫

※○の中の数字は事故件数【凡例】 橋 トンネル 死傷事故 左記以外の事故

ひがしきゅうしゅう こ く ぶす え よ し た か ら べ

＜事故防止＞

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

事故集中箇所

488 487 486 485 484 481483 482 479480 478 477 476 475 474 473 471472 470 469 468 467 466 465

0.4%

0.4%

0.3% 0.5%
3% 1.9%0.3%

3% 1%
4% 3%

4% 4% 3% 0.4%1.5% 3%
2.3% 1.4% 3% 1.8% 0.6%

0.6%

R=790

R=1200
R=∞

R=1500
R=∞

R=1500
R=3000

R=900

R=800

R=1200 R=3000 R=3200 R=1200

R=2000

R=1000

R=1200 R=1600 R=1000

R=∞
R=1200

R=2400
R=2000

R=2500

R=8000
R=1000

R=∞

4車線化箇所
延長：7.1km
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西九州自動車道＜武雄佐世保道路＞（武雄南～波佐見有田）
た け お さ せ ぼ たけおみなみ は さ み あ り たにしきゅうしゅう

佐世保三川内IC 波佐見有田ＩＣ 武雄南ＩＣ

西九州自動車道
＜武雄佐世保道路＞
(武雄南IC～波佐見有田IC）

長崎県

佐賀県

Ｅ34

Ｅ35

事業費：約350億円

（上り線）

（下り線）

【凡例】

事業化箇所

４車線箇所

４車線化（事業中）

西九州自動車道＜武雄佐世保道路＞

（武雄南 ～ 波佐見有田）

延 長 ： 9.5 km

R４交通量 ： 約9,000 台/日

通行止時間 ： 112.5 時間/年

（災害・雪・雨）（0％・66%・34%）
＜H30-R4＞

≪道路構造≫

平
面
線
形

縦
断
線
形

構
造
図

上り線

下り線

武雄南IC波佐見有田IC

【凡例】

橋

トンネル

＜ＮＷの代替性確保＞
（年間通行止め）

橋

トンネル

優先整備区間
西九州自動車道＜武雄佐世保道路＞
武雄南IC～波佐見有田IC

た け お さ せ ぼ

た け お み な み は さ み あ り た

に し き ゅ う し ゅ う

（延長：9.5km、うち対面通行区間4.6km）

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1% 1% 1% 0.5%
2.8% 1%

2.5%

3.2% 2.3%

R=1305

R=800
R=800R=1300

R=∞

R=652

R=∞

R=745
R=750

R=800

R=900

R=800

R=700

R=800 R=1200

R=700

R=1200

R=700

R=800

R=1000

4車線化箇所
延長：3.0km

4車線化箇所
延長：1.6km
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